
 

 

 

 

                                                  
  

 高品質米生産には、適期収穫が大変重要です。早めに 

準備をして、収穫時期が遅れないよう注意しましょう。 

早刈：①粒の充実が不十分になる  

②未熟粒が多く低収、品質低下の原因になる  

遅刈：①胴割、穂発芽等の発生  

②品質低下の原因になる 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○出穂後の平均積算気温（日平均気温の累積）。  

○積算気温は登熟期間の気象状況によって変動するので、目安とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

品種名 出穂後日数 出穂後積算気温 

早生品種 ３５～４０日 ８５０～１,０００℃ 

中生品種 ３８～４２日 ９００～１,０００℃ 

晩生品種 ４０～４５日 ９００～１,０５０℃ 
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○帯緑色籾歩合とともに出穂後の平均気温積算値による。  

○積算気温は登熟期間の気象状況によって変動するので、目安とする。  

○帯緑色籾歩合の推移より刈取適期を判断する。  

○帯緑色籾歩合とは １穂のうち、緑色が残っている籾の割合が概ね

10％程度の時が収穫開始時期、2％のときが収穫晩限となる。  

○生育が平均的である 5～10 株の上位２穂程度を調査する。  

○成熟期は、肥効の切れやすい砂壌土で早まり、粘質土壌や多肥栽培で遅

れる傾向がある。  
 

８月１８日、２０２２年度 5 回目となる即売会「みのり姫のふれあ

いマルシェを開催しました。 

 当日は、オクラ、なす、きゅうり、枝豆、たまねぎ、じゃがいも、い

ちぢく、お餅、米麹みそ、トマトジュースやトマトソースなど旬の野菜

から加工品まで様々な商品が並びました。 

みのり姫のふれあいマルシェ開催しました！！ 

次回は、 

９月１５日（木） 

１０時半～１４時

開催予定です。 
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